
 私たちは、地域住民の心と身体の健康をささえる病院として、 

全ての人に等しく医療を提供し、公衆衛生の向上ならびに社会福祉の増進に貢献します。 
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滋賀八幡病院の季刊広報誌「青葉の風」第 33 号をお届けいたします 

 

○ ますます貢献を求められる精神科医療 

皆さんは DALY（ダリ）という用語をご存知でしょうか。

DALY(Disability-adjusted life year)は「障害調整生命年」と訳されています。

この指標は 2000 年から WHO（世界保健機構）で採用されているもので、疾病

や障害により失われた生命の年数と、それだけでなく失われた健康的な生活の年

数を含めた指標です。つまり、罹病による死亡だけでなく、障害を余儀なくされ

た期間をも含めて疾病による損失を表すものです。 

これまで、医療の主たる目的は生命を救うこと、即ち亡くなる患者様を少なく

することであり、関心の対象は死亡の原因になりやすい疾病、例えば癌や心臓病、

脳血管疾患等に向けられて来ました。 

1990 年の WHO の統計では、精神科疾患は全死亡原因の約 1.4％に過ぎませ

ん。 

しかし、2004 年の我が国の DALY では、1 位の脳血管疾患

に次いで、2 位が認知症、3 位がうつ病と、精神科疾患が上位を

占めています。このことから、我が国において精神科疾患が多大

な社会的損失をもたらしていることが分かります。この傾向は我

が国だけでなく、所謂先進国一般に共通のものです。 

 このような統計を踏まえて、今、我が国を支える力として精神

科医療にかけられる期待の大きさと使命の重さはこれまでに無く

高まっています。 

 私ども精神科病院が持てる力を発揮することで我が国の公衆衛

生に大きく貢献できることは言うまでもありませんが、我が国が

精神科疾患の発生しにくい、誰もが安らぎと尊厳を持って生きる

ことのできる、優しい社会であって欲しいと思います。 

○「平成 25 年度精神保健福祉事業功労者厚生労働大臣表彰」を受賞して 

 10 月 25 日、台風２７号の余波の中、「第 61 回精神保健福祉全国大会」が青森県）

青森市民ホールで開催されました。本大会は通年、精神保健福祉事業功労者厚生労働

大臣表彰の他、日本精神保健福祉連盟会長表彰、知事表彰等が行われ、受賞者 130

名の他、全国からの来場者があり、会場は晴れ晴れしい雰囲気に満ちていました。 

この受賞は長年に渡り、青樹会に勤務していたことに対してではないかと思います。 

昭和 33 年青樹会に就職し、看護職として、また事務管理職、法人役員として、

55 年間当院の患者様と時間を共にし、1日も早い病気快復と社会復帰を願って、先

輩、同僚とともに手助けさせていただいたことであり、この賞を受けることは、私た

ち青樹会が表彰されたことでもあります。 

青樹会は、いまや公益財団法人として精神科医療福祉を通しての一層の社会貢献が求

められます。私たちは、いま青樹会の社会的役割りは何か。社会に対するセールスポイントは何かを示すと共

に、患者様の病気快復、社会復帰のために、職員一体となり、あらゆる方法、手段を講じてチャレンジすると

きではないかと思います。今後ともよろしくお願いいたします。         事務局長  高田治朗 

診療部長 廣田卓也 
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 月 火 水 木 金 土 

１ 診 由 利 山 枡 石 倉 由 利 山 枡 山 枡 
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これからも当院の新人職員達を温かく見守って頂けると幸いです… 

ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
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○公益財団法人 青樹会 学術研修会・精神医療フォーラムを終えて 

看護副部長 伴 承子 

平成 25 年 11 月 17 日 日曜日に公益財団法人 青樹会 学術研修会・精神医療フォーラムを無事執り行

うことができました。「新しい精神科医療の展開~つなぐ力、支える力、叶える力~」をテーマに精神科医療の

展開と可能性を見つめ研究に取り組みました。会場はアクテイ近江八幡をお借りし、午前の部は院内より 6

題と医療安全委員会より、当院における誤嚥・窒息事故のデータ分析が行われ合計 7 題の発表を行ないまし

た。午後の部は、精神医療フォーラム公開講座を二部構成で行

いました。 

第一部は松本 一生先生を講師として迎え『認知症の理解と

地域連携』についてご講演いただき、日頃の先生の関わりの中

で本人の心の動きや介護家族支援のこころの動き等データを

活用しながらお話しいただきました。とても聞き入ってしまう

内容であり、アンケートにも講演がすごく良かった・認知症に

対しての考えが変わったとの意見が多数よせられていました。 

第二部は『認知症へのアプローチ ~地域の中で病院として

出来る事～』をテーマに、引き続き松本一生先生にもご参加い

ただきパネルディスカッションを行いました。パネリストは山

本 大輔副院長をはじめ認知症治療病棟の経験者でテーマに

沿ってディスカッションいたしました。認知症は今、社会問題

となっています。病院として出来る事を認知症治療病棟の経験

者から具体的に紹介し、地域支援者と病院が共に患者様や家族

様を支えていきたいと考えている事を双方に認識できるきっ

かけになったディスカッションでした。学術研修会を通し、日

頃の業務の気づきや患者さまのケア計画の見直し、振り返り、

提案事項等学びの多いものとなったと感じています。今後も継

続し取り組んでいきたいと思います。 

○「デイ/ショートケア 歩゜歩゜」のご紹介 

 

 

 

 

 


